
サステナビリティ経営の全体像 ESG、CSV等を包含する経営の枠組み　=

サステナビリティ経営

企業戦略・事業戦略

企業戦略・事業戦略

マテリアリティ

サステナビリティの視点で再構築した
グループビジョンのゴール

社是、ビジョン、戦略と
サステナビリティ経営の一体化

CSV
共通価値の創造

ESG
環境・社会・
ガバナンス

Well-Being
 Life 

社是
先義後利

グループビジョン
くらしの「あたらしい幸せ」を発明する。

サステナビリティ方針
人びとと共に、地域と共に、環境と共に

企業と社会の持続的成長、
持続可能な社会の実現に関する

重要課題社会的価値と
経済的価値の両立
社会的価値と

経済的価値の両立

企業の持続的成長に
向けたより強い経営
基盤の形成

企業の持続的成長に
向けたより強い経営
基盤の形成

Well-Being Life 

サステナビリティ経営
JFRがめざす
サステナビリティ経営とは

これからの持続可能な事業成長を考えるうえ
で、サステナビリティと企業戦略・事業戦略の
一体化をはかるサステナビリティ経営が大変重
要です。そのため、私たちは、グループビジョン
“くらしの「あたらしい幸せ」を発明する。”を実
現する事業活動を通じて、サステナビリティ経
営を推進していきます。

一方で、新型コロナウイルスの感染拡大によ
り世界が一変し、社会構造や消費構造が変わ
ろうとしており、小売業に求める価値も変化し
つつあります。不透明感が増す中、サステナビ
リティ経営を推進し、グループビジョンを実現
していくために、私たちは、コロナ禍を経たこれ
からの新しい豊かさ、安心、幸福につながるモ
デルについて、熟慮し、論議を重ねました。

その結果、私たちが目指すべきグループビ
ジョンのゴールは、すべての人の「Well-Being 
Life」の実現との結論に至りました。
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みなさんもすでにご存じの通り、地球温暖化
や海洋汚染など地球環境の問題はすでに待っ
たなしのところまで来ています。そして東日本
大震災、今回の新型コロナウイルスなど、近年
様々なことが起きています。その結果、天災へ
の対応、原子力エネルギーへの問題などが浮き
彫りになってきました。また、新型コロナウイル
スのパンデミックは世界に自国第一主義や経
済格差を生み出しました。私たちはなぜそうなっ
てしまっているのか、を考えなければなりません。
地震やウイルスは、今まで私たちが見て見ぬふ
りをしてやり過ごしてきた事実を赤裸々に浮か
び上がらせる一つのきっかけにすぎません。今
まで世界を動かしてきた資本主義経済の仕組
み、その中で自分たちの会社が成長してきた事
など、自分たちが当たり前として受け入れてき
た世の中の仕組み自体がすでに限界を超えて
いるのです。今までのように、根底にある真実
に目をつぶり、目の前の利益をただひたすら追
いかけているだけでは立ち行かなくなっている
のです。

私たちは先達の残してきたものを守り続けな
ければなりません。そして、それを未来の地球、
未来の子どもたちにつないでいかなければなり
ません。それは環境だけではなく企業も同様で
す。そのためには、私たち自身が変わらなけれ
ばならないのです。今、私たちの生きるこの時
代はまさにその岐路に立たされているのです。

企業は環境、社会に生かされている存在です。
一方で、企業は社会に積極的に、能動的に働き

かけていかなければならない存在です。社会の
一員の企業の使命として、社会への影響の大小
に関わらず、解決できることは積極的に取り組
んでいかなければなりません。一方で、企業は
営利組織です。利益を出し持続的に成長して
いかなければ生きていけません。

今、私たちに求められているのは、長期志向
を持って、社会課題の解決と企業の成長の両立
という、ともすれば相反する事柄を乗り越え同
時に実現することです。この今まで誰も成し遂
げていない困難な課題を解決するために、私た
ちは激流の中で目指すべき方向性を明らかにし、
自分の足で踏ん張り進んでいくしかないのです。
それこそが、今回私が掲げた「サステナビリティ
経営」です。サステナビリティ経営はすべての
企業としての取り組みの大前提となる考え方で
あり、私たちは常にこの未知の課題の解決策を
考えながら企業の持続的成長を実現していか
なければならないのです。

今回、JFRグループは、2021年度からスター
トした中期経営計画において、サステナビリ
ティ経営の考え方、グループビジョンのゴー
ルとしての「Well-Being Life（ウェルビーイン
グ ライフ）」、そして、マテリアリティの充実と
拡大を掲げました。サステナビリティ経営とは、
社会課題の解決と企業成長を両立する経営で
す。その具体的な取り組みは「CSV：Creating 
Shared Value（共通価値の創造）」として取り
組んでいきます。CSVは難しいことではありま
せん。自分の業務を通して社会課題の解決と

企業成長を実現する取り組みです。そして、そ
の取り組みを通して、お客様、従業員、お取引
先様などすべてのステークホルダーの「Well-
Being Life」を実現していきます。「Well-Being 
Life」とは一言で言うと「心身ともに豊かなくらし」
の実現です。その実現に向けて、今後JFRが取
り組む重要課題が今回の７つのマテリアリティ
です。

みなさんもどれだけ地球温暖化防止や社会に
貢献できるのかを真剣に考え、自社の課題、自
分の課題として、つまり自分ごととして考えてく
ださい。そして、自分の業務でどうすれば社会
課題の解決と企業の成長を両立できるかを考
え続けてください。自分の仕事は仕事、サステ
ナビリティはサステナビリティという考え方を
今すぐ捨て、自分ごととしてどのようにこの二つ
の課題を結び付け解決していけるかに取り組ん
でください。

私たちは2018年から本格的にサステナビリ
ティへの取り組みを強化してきました。その結
果、サステナビリティ経営において、日本の中で
のリーディングカンパニーに近づいています。
しかし、まだ世界のトップ企業との差はあります。
今後も、日本のサステナビリティ経営のトップ
ランナーの気概をもって走っていかなければな
らないということを強くお願いしたいと思います。

サステナビリティ経営について一人ひとりが
自分ごと化して考え、取り組んでほしい
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サステナビリティ推進体制

サステナビリティ経営をグループ全社で横断的に推進するため、
代表執行役社長直轄の諮問委員会として「サステナビリティ委員
会」を、2019年から半期に1度開催しています。委員会では、グルー
プの環境・社会課題への対応方針などを共有し、当社グループ
の環境・社会課題に対する実行計画の策定と進捗モニタリング
を行っています。また、取締役会では、委員会で協議・決議された

内容の報告を受け、当社グループの環境・社会課題への対応方
針および実行計画などについての論議・監督を行っています。

社内浸透

　サステナビリティ経営を推進するうえで重要なのは、従業員
一人ひとりがサステナビリティ経営の重要性と7つのマテリアリティ
を正しく理解し、自分ごと化することであると認識しています。そ
こで、当社では、代表執行役社長自らが、説明会や研修の場を
通じて、従業員と対話する機会を設けています。また、社内報の
発行やサステナビリティ情報に特化した社内サイト、社内SNSを
活用し、従業員への情報提供を行っています。

「Ｗell-Being Life」=心身ともに豊かなくらし

当社が考える「Well-Being Life」とは、従来の物質的・経済的
豊かさに加え、精神的（知的・文化的）、身体的、社会的豊かさ、
そしてそれらを取り巻く環境の豊かさを実現した「心身ともに豊
かなくらし」です。
当社は、「持続可能性」と、当社らしさである「美」「健康」「高質」

「カルチャー」「信頼」と、当社の強みである「つくる人とつかう人
をつなぐ能力」を掛け合わせた視点で、ステークホルダーの皆
様に「Well-Being Life」を提案していきます。

グループビジョンのゴールである
「Well-Being Life」

昨今、企業を取り巻く環境はより一層不透明さを増しています。
また、新型コロナウイルス感染症の長期化の影響によりニューノー
マル化した社会では、企業は社会的価値を理解し、サステナビリティ
経営の傘のもと、経営を実行しなければならない時代となっています。
当社は、サステナビリティの概念を企業戦略および事業戦略

に組み込むことで、将来の成長に向けた「持続可能な経営の枠
組み」を獲得できると考えています。そして、独自の新しい豊か
さを「Well-Being Life」とし、グループビジョンのゴールと位置
づけました。

サステナビリティ▶サステナビリティ

サステナビリティ 
7つのマテリアリティ 長期目標一覧　

グループビジョンのゴール Well-Being Lifeの実現に向けた視点

JFRらしさ

Sustainability

持続可能性

Beauty
美

Health
健康

Culture
カルチャー

Trust
信頼

High-quality
高質 JFRの強み

つくる人とつかう人を
つなぐ能力

心身ともに豊かなくらし
すべての人々の

精神的豊かさ、身体的豊かさ、
社会的豊かさ、環境的豊かさを

実現すること

サステナビリティ推進体制

取締役会

大丸松坂屋百貨店
サステナビリティ委員会

パルコ
サステナビリティ委員会

JFRサステナビリティ委員会

委員長：社長

委員長：執行役社長
委員：各事業会社社長

委員長：社長

報告

Well-Being Lifeの実現
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サステナビリティ経営の推進

マテリアリティ・
関連するSDGs

主な
ステークホルダー 2030年KGI 2030年KPI

最重要課題
脱炭素社会の実現 お客様

お取引先様
従業員
地域社会

●脱炭素社会をリードし次世代へつな
ぐ地球環境の創造

●Scope1･2 温室効果ガス排出量60％
削減（2017年度比）

●事業活動で使用する電力に占める再
生可能エネルギー比率60%

●再生可能エネルギーの自家発電・自家
消費拡大

新規追加
サーキュラー・エコノミーの

推進 お客様
お取引先様

●サーキュラー・エコノミーの推進によ
る未来に向けたサステナブルな地球
環境と企業成長の実現

●廃棄物排出量（食品含む）
　50％削減（2019年度比）
●「エコフ」リサイクル回収量累計3,000ｔ
●使用済み製品のリサイクルや再製品化
の拡大
●シェアリング･サブスクリプション・アッ
プサイクル等事業シェア拡大

サプライチェーン
全体のマネジメント

お客様
お取引先様

●お取引先様とともに創造するサプライ
チェーン全体での脱炭素化の実現
●お取引先様とともに創造するサステ
ナブルなサプライチェーンの実現
●お取引先様とともにサプライチェー
ンで働く人々の人権と健康を守る
Well-Beingの実現

●Scope3 温室効果ガス排出量40％
削減を目指す(2017年度比）

●お取引先様行動原則のアセスメント
実施および質問票の回収率95％・浸
透率100％

●お取引先様と従業員の人権が尊重さ
れる事業活動の定着

ダイバーシティ＆
インクルージョンの推進

お客様
従業員

●全ての人々がより互いの多様性を認
め個性を柔軟に発揮できるダイバー
シティに富んだ社会の実現

●女性管理職比率50％を目指す
●70歳定年を目指す
●障がい者雇用率3.0％
●多様な能力の発揮による事業成長の
実現

●多様なお客様への売場･商品･サービ
スの展開

ワーク・ライフ・
インテグレーションの実現

従業員
●多様性と柔軟性を実現する未来に向
けた新しい働き方による従業員とそ
の家族のWell-Beingの実現

●育児・介護離職率0％
●育児休職取得率100％
●従業員満足度80％
●いつでもどこでも働ける組織の実現
による生産性の向上

新規追加
お客様の健康・安全・安心な

くらしの実現 お客様
●未来に向けたお客様の心と身体を満
たすWell-Beingなくらしの実現
●未来を見据えた安全・安心でレジリ
エントな店づくりの実現

●JFRグループのサステナビリティ活動
へのお客様認知度・共感度80％
●ライフスタイル全般におけるエシカル
消費の拡大

●エンタテインメント事業やウェルネス
事業の拡大による生活の彩りの提供
と新たな顧客体験の創出
●最新テクノロジーを取り入れ、防災･
防疫に対応したレジリエンスの高い
店づくりと健康に配慮した快適で心
地よい空間の提供

地域社会との共生
お客様
地域社会

●地域の皆様とともに店舗を基点とし
た人々が集う豊かな未来に向けた街
づくりの実現

●文化や歴史をはじめとする地域の特
徴を活かした街の魅力向上、街の賑
わい創出に資する開発
●店舗のCSV化（サステナビリティ化）
の横展開
●行政、教育機関、NGO・NPOとの
連携による地域活性化の推進

●地産地消などローカリティコンテンツ
の発掘・発信による地域活性化の
推進
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